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 菅原性肉亜の病理舌i且載像は未分化組織から完成された雄蕩1野崎組織に至るまで同一・の蓮蕩内に
 侃侃、,・1鰍,1rlL管拡張,出∫撚どの修鰍象や,さらに反癖婿形成が刀liわ鐘1めて多
 彩で凄る。一一方ス線イ旅す既存ノ骨の吸収と新生骨形骸の組合わせの陰影であるが,X縁像を特徴づ
 ける腫瘍性骨梁や反応性骨梁で表わさ勲、る骨膜反応は未だ十分にその本態が解明されてい輩1いこ
 とから,X絵像を夢析してその所見の1意味するものを追求することは意義あることと考え本醗究
 を行なった。読ゾと纏傷の侵蝕に対一ず`る骨動擁次号の態1壁につい、ても検索した。
方
法
 切断術または離断術をうけた菅原性肉種18例を対象とした。骨¢)長軸方向に平行に謹傷中心
 部と骨皮質タ喉大膨臨1陸含む縦断面で厚さ5凋麗康割切片をつ。超戦線剛職影僧薇つンと。
 撮影後:脱灰して組織1標本を作成しX想像と組織像を詳細に対比した。
成 果
 超軟線X隷像における新生帽チ梁の陰影を以下の6群に分けた,,
 tり、点状i套影:」土鼓的淡い無構造様陰影にみえる部分て,よ∫=あ
 る亭18例のうち7例にこれを認めた。
 の粒イ状陰影=点状陰影よりや、大きく,粒子状に不規則に配列し,ときに数珠状に連結ナ
 る如き像を示す。1さ例にみ・られたo
 c)雪片状陰影:旗大て大小不同性著明な斑点状硬化像。4例に観察された。
 の均質硬化像:X線歌収が平均して強い硬化像を示し,内部構造のあまウ明瞭でたいもの。
 51列にみ一られたe
 .骨皮質外膨隆音瞬て特有オこ像で烈iiい無数の線状陰影が骨皮質に対し直≠射ぐ,あ
 るいは骨皮質匡)一ヵ所より放射状に走る。これらは時に点状ないし粒子状陰影の重な豊がみられ
 ,るごとがあ参,あるいは粒子状陰影が放射状に並んでか』るパターンを形成している場合も存在
 ナる。この,にう;衰像は15例に認められた。いわゆるCo邑man三角はズターンとしては線状¢)
 ノ牧射状1寡影から成'り立っていろo
 f)渦巻刻ン棲蔭影:点状蔭影ないし粒子状蔭影の配置が全体として波形・渦巻き状を呈するも
 。で骨皮質外膨隆部にみられ,2餌りにこれを認め允。
 超歓繊噺象で以上略伽ンを1!呈する骨梁酬聯勺に壁際』鵬骨組織の形1臓を
 整理した。一18一
o
 『齢繍滋齢囎歯固醜櫨鱒ゴ醒轟榊略畦雪.畔
 a)、r、1,轍」1影を呈づ一ろ部分:腫瘍細胞1昌ゴに編f醜…膠原髄1質をみ、こと.に石灰fl鷺・挽米7,弍.、たが
 ら,i'壷新磁土ll癒.跳出は漸時。碗Gob■ae七の形態を妨え湊よりに表.o,)このよゴ漬骨f.コ1'.1!画を
 ⑲旺・m岨n6帰■葡脈。魂〕。胴f。rm購i。nと慮鵜する。か、る犠撫鯛…lllて・眼1雛1規
 則的凶、尼列する。
 切・ネ}i仔・状陰影を呈する部分:①・De。豊11U・.ne・I」■a鵠icD。nef⊂・鞭購±L'・L、・シ≡∋!¢・
 と骨梁の大きは増して,時に網目状の構造を有す.る。(騨li胞ll・…1の彪1維性靖殖ガ、li繍で:1一蓋割1包C変
 態を遂げることなく石灰沈清を来たして骨化づ'るもの・もあろ。これをd翰S加a・1.τ鱒窟!・pi枇s二
 1icbOnoformationと称する。これは高著犬クン骨梁が散在・・.計るように配タijナZきG③一1重傷
 1生廷次・1』∫讃且耗斌力・らonchonara■Ossificatic・rt¢〕プ」ヌ㌃1・こよる・1:1一イヒカ》)シ,cして)11ユ.ra}
 n60Pコ.呂・Sticbo1'1efOr・mationと名・づ`ケぞ)。(垂)腿∫チ舅ヒ戸1火'樗'惹圭龍糞・Z)ジ[!、窪宥に琵1裏タ畳「子91{イヒをr,・
 来たして屑イヒする場合もあり,cllor戴ra■mo1;aPコー。・ε七iciつ011gfQエ説ε粍ionと呼
 ドぶこと力靴昌ジ(よ`)。
 C)～雪片斗知盆景シを.呈する輸二分:主とし.てC五〔)nd,r励■τ1∋opユ.a,〔;七」.Cお・よびChO1・上&1笥,1
 me℃ap■asむicの骨形成が成熟1、ノた形であるが,αGOnia■neOPコ.鳥$tiCにつぐら才1た
 骨組織が癒合してこの像を混、する場合もある。
 d〕均・質硬化像を』呈する部分:DeSmalngOP■a8七ゴ.cおよびd.e瞬11a,1τq3tap■巳9毛一
 icの骨形成の成熟像である。軟骨組織よりの骨・1ヒでは広.範た均質硬化像を呈し・にくい。
 句放射状陰影を呈する部分:鮮明な線礎プこ陰影は.反応骨梁のみからた.るが粒子状陰影ヵ重なっ
 ている部分は反応性骨梁に纏蕩性'骨集(αe丘';maユ,neOP■a3七icフが添1糊した場・合てあ,,
 粒子状陰影が放射状[・て配列した部分は,反,応性骨梁か臨場縦三骨梁によって愚[換されたぐ、のと飜訳
 される。li重湯遊星芹蔵内1てお、ける」父上&骨と1涯り瘍骨`蝋渉」は{営・らづこしも容亥5一ε:なしウ弊,'汀,堰莫麿一「や
 Coユユan三二角の典i廻的な反応骨(β幕明な線状陰影を』呈し,組留冒象ても明瞭に識別出来る)を二逐
 次珪垂1葛中心但illこ追跡していユくと,及」'函計ヵ糠1∬揚幕甘1哉1てよって破壊され,挫傷骨に1添加,1崖換され
 て変貌していく姿を観察出来る。
 f)渦巻き状陰影を呈する部分二Dos∫na■neOP■as七iCに形成さ1}1.た強傷1生骨組織か`と
 体として血管の配置:によってarra且geされ,波形,渦巻き状に配列したものであって1'之応骨は
 富まない。'
 次に,年令的に成長期にあり骨端線の1罰.1.1甥、前と考えらカ.るア症例について苑瘍の侵触に玄寸処.
 する骨端1軟'骨の態度を・観察t/た。一まず原始骨髄,腔より夢(骨却1胞柱に沿って撞1.島が侵入1..、,やがて
 軟骨基質1槍ロと石灰イヒ1曽力導皮壊さカ、る。か、る場合には二'二次性海綿骨(Z)形ノ友か置章害さ求,
 ぞ1録食象で一も二石f5堤イヒ1・爵以←F'に1!及をた帯を:借1登ダfす'ることン参出うにそ,,コ芽了灰イヒの)なし^1淡く掌ナ舌暮至牙に司1!'望見」1ン千菊き虫に
 最も強く抵抗する。しかし2例は骨端軟骨全層を戯ってGpiphy」si・3まて遇1鳩組鞭かおよ4ノで
 かシ2例は完全に骨端軟骨か破壊さ;1マ..てその痕跡すら証明出来なかった。観察した鯛'数は少たい
 が,このse1・ie6では従来いわれているほど骨端∫欧骨が謹1易1'こ犯され難いとと11,慰一われなかった。
 一19一
 審査結果の要旨
 骨原{生肉腫は:これを病理組織写=的にみると腫瘍1組織による骨の破壊又は澱換のみで左く,骨の特
 性にもとずぐ壊死,虹i土管拡張,出血,さらに反応性骨形成等の修飾像が多彩に混じり合っている.
 これらの修飾像;が骨ノ東性肉腫のX線学的診断をし1ぜしば迷わせる要因を形成していることから,本
 論交は趨戦線x線を用いて骨原性肉腫のこれら多岐にわたる組織変化のX線映像パターンを分析,
 考究したものである。
 普通青原性肉腫のX線像を欝徴づけるものは,腫瘍による骨形成性骨梁と骨破壊置換像と共に,非
 腫瘍性の反応性骨梁#さらにGod1]}an三角やいわゆるspiCuユaにあらわされる影像等であるが,
 これらがX絵像パターンとして,どの程度その本質を判定できるかは検討を要する重大問題である.,
 この解明のために著者ぽ切断又は離断をうけた骨凝陸肉腫18例を謂い,これを長軸方向の厚さ5
 灘の全割切片として超軟線X線撮影を行なってそのX線像のパターンを分類し,然るのちそれ自律の
 脱灰標本を作成してX線像と組織像との対比を行なった郵Dである。
 かかる骨8ユicoの超軟線X線像1てかける骨陰影を著者は6ヲ洋に分けロて痴り,、点状陰影,粒子状
 陰影のごとき点状又は粒子状配列を示すものや,雪片状陰影,均質硬化像等のごとく比較的粗大で
 内部構造の不明瞭なもの,さらに放封状陰影として骨皮質に対し直角あるいばそれに近い放射状の
 走向を示すもの,渦巻状陰影として全体が波形ないし渦巻状の特殊なパターンを示すもの等があげ
 られ,著者はこれら各々の症例や部位に関する分布についてある程度の法貝Il性を見いだしているこ'
 とは有意義である。
 更にこ.れらの6欝のパターンを組織学的あるいは組織発生学的に眺めてその関連を調査している
 が,これは解剖学的部位の特性や腫瘍の悪性度,ひいてはその予後に関連する重要問題で,本疾患
 の治療に対し深い示唆を与えてくれる,・
 骨原挫肉腫は1そ1の好発部位に特殊性があり,骨端近傍の長管骨に位・置を占めやすく,また年令的
 には成長期に多いことから,上記の研究方法を骨端軟骨の態度とともに観察な進めている。たとえ
 ば,原始骨髄腔から軟骨細胞柱にそって腫瘍が侵入し,やがて軟骨基質槍と石灰化層が破壊されるこ
 とや・石灰化のない軟骨基質は腫瘍の侵蝕にもっとも強く抵抗する事実を見ている。しかし骨端軟骨
 全層を破ってepiPhysisにまで腫瘍組織が及んでいる例も証明さ為従来いわれているほど骨
 端彰こ骨が腫瘍の侵襲に対して確実なbarrierとなりうるかどうかに疑問を投げかけていること
 1ま遂わめて算堪宋が必虫,かつ'重大茸=麟であると、思わン托る。
 以πkは治療的予後のきわめて悪い骨源性肉腫の早期発嬬悪性度その他の判断,治療措置に対し
 て大き蓼寄・与をなすもので,十分学1藷こ値すると認める。
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